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表紙写真：台風26号により破壊された由比海岸

写真は昭和41年9月24日から25日にかけて静岡

地方を襲った，台風26号によって破壊された由比

海岸の状況を示すものである。汀線から堤防まで

の距離と，砂浜の傾斜をみると，このような欠壊

が，台風時の高波の糊上によって起含たものとは

考えにくいのであるが，その後の調査，研究によ

れば，周期が数分に及ぶ長周期波が，高潮によっ

て上昇した水面をさらに上昇させて，その上を高

波が来襲してきたためであろうと推定されてい

る。このように長い周期の海面振動は，通常ほ表

面波や潮汐振動と比較すると無視できるほど小さ

いパワーを持っているに過ぎないのであるが，台

風時のように海面に働く圧力変動が大きくなり，

また風浪の波高が増大するにつれて増大するよう

である。波浪と長周期波との相関については，ま

だ解らないことが多い。



洵 への挑戦

所長 寺田一彦

3年1]りに和逹さんのあとをうけて防災センターに来た時には，もう平塚沖に観測堺ができていた。 この

塔には色々な ~I船がつ！ ｝られており ， ケープルを辿して平塚ifl}｝ドのと所に竹料が軍送されるようになっ

-しヽた しかしこれを解析すかじ『叶符機，SDSはまだ人ってし、たかったーやがてこの外IKL岐の，1げ訃蔑

が人り，職員もこの扱し、）jに恨れるようになって，逐次観測竹料が解析され始めてきに ）ここは名1Hiが‘Ii-

J '入•と・ 1 り「と tc. っているが ， 沿｝＇1,:防災の、1、1ょをじ．として販り扱うのが立てIJIJとtc.ってし、る。 そしてこの波浪観

測搭は1及l係行政機関が共）II施設としても使える形になってし、る それで沿片＇：防災に関辿した研究者が行

政機1及lや大学からもIi々 ,;)jれて， この観測塔を利）llして必成、した竹料をとってし、る，i（｝}|＇．防災で大さな 1:!］

如よ設の間』であるが， この波には今に全るも‘条：外わかってし、なし、ことが知ヽ、 この）、liぱI川（系行がより

り；った設浪研究会でもとりあ；）：られており ， このメンバーも 1文々平塚に集って，i寸論をくり返し-:しヽ ／ん。

似、平J‘応こは2,3 の人が泊まれる‘術泊施設もあるので辿）jからの研究者•もこれに参加することが多し、 ')

今から 10年位前に沿｝『オ厨（：の研究を急速に押し進めるべきであるとし、うことになり ，今のifi}詐学会の

会にの速ll⑪|：を会長として， 私が闊Il会長の形でこの会を恥芋学会の中に設けることになったが， この

)J 1(1iの関係者が J1想外に多く ， にちまち 500人もの会員が集った（ こればtim‘i灌乱在とし、うものが，それ

までは」廿こ外i‘(：に限定されてし、にが， 沿応のiflli下が経済1(1iや社会l(liに大きく影朽してし、るとし、うことな

各人が認、1識しにことに他たらなし、と息う 。 この沿片笥iり汀＇：（リ［究会で取り扱う 1:u姐は物J刑的およ〇化学的な

間むは勿高のこと ，水J卒，t悲約 1ご木，（刷‘(．：沿染に1見l辿した1:il姐笠多岐多様であり ，この分科が沿片!.|i)j

災であるともし、える 、そうし、う邸味でわれわれ‘iim‘f学者が10年位伽こ杓えてし、たことが政府のII Iにとり

人れられてきにわけである。

‘Ii.J'ぶの観測塔は iili)『：から 1km f立離れに沖にあり ， ii/i象の研究にはかっこうの観測硲ではあるが，

今，III：昇的叫：出俎にtcっている air-seainteractionの研究にも非常に好適な場所であるともいえる。

それで測地学‘栢議会の中の GARP小委員会の山本義委員長とも相談して， この平塚の観測搭を使っ

.こ GARP の •J悶として (iJI究を行なうことになり ， この）月面の研究も ‘Ii.J'和の戦員が担‘竹してし、か。この

air sea interactionの間姐は気象およびiflJ汁の）よ礎的な間姐で，わが国のようにし、7.:>し、らの災‘1|；がii似か

らの水蒸父包）袖給によって起るよう tc.11-:1にとっては極めて rf(k.な、1ばである。

近切，ti虹f.. ：|｝fl発がビッグ ・サイエンスとしてとりあげられつつあり ， 業界の関係会社はバスにのり虹

れ市し、として，それぞれの分野で開発を急、し、でし、る。 しかしこの大部分は地下資{)瓜の謁行をどうするか

の、IEがもく ， 大陸棚を開発していこうとし、ぅ邸気込みである ）このためにはどうしても汁り中に＋，怜築物を

作らなけれはfe;) II-訊ヽが，その）よ礎となる‘i皮の間姐にはかなり手をやいてし、る状態である＾ こうし、う iiじ

汗間発へのJ1し本的竹料を得るには平塚の観測搭は極めて好ましし、施設であるとし、える。 とし、うのは， II 

本にはこの他{’;1この観測搭があるが， し、ずれももっと痒近くに位しており ， データのとり）jも平塚に比

．．て数も少しなし、からである。

このtiuì（：Ijiり発の帝戒会の会長を速水博 1：がやっておられ， 多角I,Iりに加への挑戦に向かって II本令（本と

して努力をしておられるが， この平塚のと所がこうし、う甑｀f開発への一つの介iいになってし、／ることは否

めなし ‘o
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風 浪

沿岸防災第 1研究室長岩田憲幸

沿岸災害というとまず思い出すのが伊勢湾台風

である。一瞬にして 5,000名近くの死者を出した

高潮が現実にあったなどということは，海に囲ま

れ，海に生きる国民でなくては，おとぎ話のよう

に思うであろう。しかしながら，沿岸災害は，台

風のような異常気象時にのみ発生するとは限らな

い。わが国のように，山地の多い地勢では，いき

おい沿岸平野部に人口が集中し，海岸線ぎりぎり

まで開発を進めざるを得ないのであるが，広く日

本海沿岸に見られるように， 「動かざること大地

の如し」という田畑が海岸浸食によって何時の間

にか姿を消しているのである。なお，近頃は「海

洋開発」の呼び声が高く， payする第3のビッグ

サイエンスとして海洋工学が登場する機運にある

が開発に災害はつぎものである。 「災害」は「建

設」・「開発」の陰画であるから，而洋開発の進

むにつれて，また新らしい海の災害が出現するに

違いない。

ところで，悔の災害をもたらす最大の要因は，

波浪である。もし海に波がなかったなら，あった

としても，芦の湖に起こるようなさざなみ程度の

ものだったなら一海の災害は殆んどなくなるに

違いない。防潮堤が波力によって破壊されること

もなく而岸浸食も止むであろうし，海洋開発用の

洋上甚地の設計も容易となろう。沿岸防災とは波

浪との戦いであるといっても過言ではあるまい。

海面変動一般を考えると，月や太陽の引力によ

って起こる潮汐や，海底地震によって起こる沖波

を別にすれば，海面を吹く風によって起こる風浪

が最も大ぎいエネルギーを持つ。そしてこの風浪

が堤防を壊したり，海岸を浸食したり，船を沈め

たりするのである。波と戦い，波を征服するため

には波の法則を知らねばならない。しかし風のエ

ネルギーがどんな機構で，波のエネルギーに転化

してゆくのか，現在でもなお不明なのである。

「風が吹けば波が立つ。」という認識は，恐らく人

類の歴史とともにあったであろうが，宇宙時代と

いわれる今日でもなお不明であるというのは，考

えてみれば不思議なことである。

風による波の発生，発達，発達した波浪の伝播と

沿岸浅海部における変形，変形した波によって起

こる流源砂や海洋構造物に及ぽす波力などがわれ
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われの当面する研究課題であるが，ここでは風浪

の発達の 1つの形態をお目にかけよう。図は今年

6月6日の低気圧通過に伴う風浪のパワースペク

トルの時間的変化を示したものである。曲線は全

部で9本書いてある。 No.1は風向が N から S

に変った時でその時刻から20分間の観測を合計24

回繰返して得られたものである。平均風速は水面

上10mの高さでlOm/s土lm/sであった。

この lOm/sの風速に逹するまでには，風向が

Nから Sに変ってから約1時間を必要としたが，

その後の変動は少ない。ところでこのスペクトル

図を見ると周期7~8秒位のところに最初からパ

ワーの大きいものが見られる。観測を始める前の

北風は弱かったし，また観測塔の位饂は距岸約

1000 

単
uj

図の説明

横軸は無次元化した周波数， 縦軸は無次元化したパ

ワースペクトル密度で UlVま摩擦速度に関連した風速を

示すパラメークーであるがこの場合は風速と U=l0u1 

という関係で結びついていると考えてよい。データの読

取時間間隔は0.6秒で 1回の観測データの総数は2,000

個である。スペクトル分割数は 100としたが図には高周

波の部分が省略してある。



1.3kmであるから， このように小さな吹送距離

では7~8秒の波浪が卓越するはずはない。従っ

てこの周期の波は外洋からやって来たうねりであ

るということはすぐ察しがつく。そしてこのうね

りの周期を持つ波浪は実は前線後部の風域の中で

発達した風浪であるらしい。

No.1とNo.2-以下のスペクトルを比較すると，

このうねりの周期と同じ周期の波浪は，前線が通

過して風速 lOm/sの風が吹ぎ続けても No.2以

下ではあまり発達しない。図には No.8以後を省

略し，最後の No.24を書き入れてあるが， No.4

以後は顕著な変化は認められない。これに反して

No.1とNo.2とでは周期6秒のスペクトルのバ

ワー密度が数倍になっている。わずか20~30分の

間にこれだけエネルギーが増加するのは局所的な

風によるものではなくて，、前線と一緒にやって来

た，すでに風域内で発逹していた波浪の存在を示

すものである。このことはまたNo.1とNo.2と

で周期3~4秒の波浪のパワー密度が目立つほど

増加していないことからも推定されることであ

る。風による波浪の発達は，周期の短いものほど

早く発達して飽和状態に近づいてゆくということ

がわかっているが， No.1とNo.2とではこの関

係が逆になっていることから 6秒以上の波は局所

的な風によるものでないと判断してよい。

ところでこの局所的な風による短い周期の波の

発達もまた極めて特徴的である。周期4秒以下の

波浪はNo.1から No.4まで急激に発達するがそ

れ以降ではほとんど変化せずスペクトルは近似的

に一定とみることができる。 No.Iから No.4ま

では時間にして丁度2時間である。すなわち風速

lOm/s の風では周期4秒以下の波は風が吹き出

してから 2時間でほぼ飽和状態に達して，それ以

降はいくら風が吹き続けても発達しないと考えて

よい。

この局所的な風による風浪の発達の割合，増幅

率が曲者で，今まで提案されたいろいろな理論的

なモデルからでは説明できないのである。近頃

は，電了計算機が使いやすくなって，波浪の数値

予報もそろそろ業務の段階に入る機運にあるが，

数値予報のもとになる，波浪のニネルギーの伝播

方程式に入ってくる，局所的な風によるエネルギ

ーの増幅率の関数形がはっきりしないため，現段

階では観測から求めた経験式に頼る以外にないの

である。もっとも，波浪の予報は，この増幅率が

明らかになったとしてもそれで十分であるわけで

はない。風浪の増幅の機構が明確でないのと同様

に，風が止んで波の減衰する機構もまたはっぎり

しないために，ここでもまた大ざっばな経験式に

頼る以外にない現状である。

さて，以上は深い海のある 1地点における風浪

の発達の一例である。岸近くの浅い海では，波浪

は悔底の影響を受けて変形し汀線近くで砕波す

る。この砕波する波の力は，砕波しない波の力に

比較できないほど強烈なものであって，多くの災

害をもたらすものである。

われわれの研究施設では，まだこの砕波帯前後

の波を観測する手段を持っていない。海岸汀線か

ら水深10m位のところまで観測ピアーを出して波

高計その他の計器によって，変形した波とそのカ

とを測定することができれば，多くの有効な防災

資料を得ることができるのであるが，このような

「点」から「線」への観測網の展開のできる日が

一日も早く来ることを念願して止まない。

ベ～

私は砂浜の上を

一心に歩いていた

足跡はそのうしろに

つづいていると思っていた

風 紋 ＝ジこミジ

私は立ち止って

ふりかえると

風に舞った砂は

風紋を描きながら

足跡を消しさっていった

あとには

風に揺さぶられた浪が

かなしい音を

立てるばかりであった

（渡辺英雄）
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市 街 の 風 と
1

サ汁 の 風

沿岸防災第2研究‘咲長 近 藤 条屯 ．． 
▲
 n
 

部会の風は何となく鋭々しくて，急に弧くなっ

たかとおもうと ，しばらく待てば弱くなる。これ

はj刈Lj)れが11‘常経験してし、ることである。とこ

ろが，iiり1：に行ってみると ，それとは何となくち

ヵ:っ-c，はtこざj）りがやj)らかし、ような父しがす

如これよ辿）jから 11で眺めた都会とifりのらがし、

に対応してし、るのではなし、だろうかn 都会{.←、ビル

や樹木でそのIJJLがあれてし、るが，波以外に［•[何も

tcし、iil}の)JJLはためらかである。このちがし、が部会

の風と (II}の風におのずからあらわれてきにもの； r -

朴1i itcし‘o

構近物に作） ll する風＼呵I~ による））を見栢る場合

には，それらの平均値を観測しただ！ l̀では4<l分

たことがもし、、例えば風で物がこわ、Il _・)場合をぢ

えてみ、よう 構ji物が小さし、場合には，その揚）所

でのJ'は大瞬間風速でこ j)、｛してしまうであろう、そ

、!l iこ対して，h灼凡物が1lhlイil[;1期を1―'『ち，ノとの減哀

率が小さし、場合には，風速がそんなこ｝狽くだくて

も，クとれど叫辰ずる周期の風でやら、！し-'--,,..しまう

1940 ~卜に Tacoma Narrows椅がj)ずか 19111Is 

の風で枷動を拾こして沿ちたとし、ぅ話（し、打名てお

ら｀この橋［よも 9)と強し、瞬間

蚊人・風辿に1(Ii」．えられるように

ふ， l• ぷ、I l てし、 l•こ｝：息わ，｛Lる

が，風の息と共ill、してしまう

と：ot, ．tふそらく ］・・想した力≫ヘ

たにちがし、tcし、、もう •つの

j易合として， こんど‘・（よ非＇，府に

長し、1̀lWi；し物ヽ｝（外にとると，そ

の・』1試Aしこ今1は大風lI・：がかか

：）てし、る とき i-9よ，それから

少し離Ilに場1リ「B)、ばで（とそ

こでのj'は大(II'iよりもおそらく

小さ fc風l|：がかかってし、ると

杓えら、flる，九ぜならA、1!、（と

B,1!、iヽては平均風辿｛よIilじとし

ても，It舜IiilIt舜間の）載速は少し

畷；
IS-

10-

5 -

m/s 

15-

¥O-

5-

0 -

． r、

ずつらがうからである。 ・般に，AとB,＼圧の距淵

が大きくな、ILばなるほど，その 2,1ばのII舜間の風速

の中Ill対は小さくなる。それゆえに，ある瞬間にそ

の長し、1怜辿物の如、もこ（乍川する））は，j＇は大瞬 11¥l風

速で叶符した））よりも，かなり小さtc(II'［にしかな

らなし、ので，t怜辿物をつくることな杓えると，蚊

人1瞬I;il風速で設計することは小経済で、｛；）／らこれ

らの例でぷしたように，風べ）をJl・i.り1．．げて入て

も，し、ろし、ろの性質を持ってし、←C,；との 11的によ

って，｝瓜の何をはからな（「ればならなし、かがきま

ってく、.:)0 

風の各涌の性'i'［は，地域1こより ，似iこによ r)'
あるし、(.9.、、との時の風向や， 11 I I I IJ、夜|ii]であるカヽ ，

笠：々によって様々にかわってくるへ収I Iは平塚

の泣j}','：近くにたてられた1培 l：の観測格の I：て観測

しに風(/)五じ録を小したものである・)瓜連の強蔚5]の

笈化が大きし、のは陸地の）jから(}))!ft¥011りである()

もう ＾力.の変化のす<t［し、のば叫か，` ）の風の時で

ぉ')、 1冷風かifり風かによっ―r’j)、！l.！)、｝lが何とた

＇！母じがちがうように見け）れるの｛しへ． この 1‘又lの2

つの例にはっきりとあらj)，れてし、％）瓜かり狙<t[ 
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図 海岸の陸上観測塔で記録した陸風 rJ ・.l><I)と海風 （卜図）
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ったり弱くなったりする度合いを量的にあらわす

ものとして，いろいろのものがあるが，その一つ

として突風率というものがある。

突風率＝ 最大瞬間風速
平均風速

で定義される。図ーIで，陸からの風の平均風速

は 7.3m/s,最大瞬間風速は 13.5m/sであるか

ら，突風率は1.85となる。これはよくいわれてい

る関係「最大瞬間風速は平均風速の 1.5倍ないし

2倍である」， ということである。 この言葉は各

地の気象台の観測塔の上で観測した資料から得ら

れた結果であって，どこでも1.5~2.0倍が正しい

とはかぎらない。図ーIの風が海からの時は平均

風速が 10.2m/s,最大瞬間風速は 12.5m/sであ

るから，この比は1.23となる。

また，東京タワーで観測している記録をみる

と，地上から20~30mの高さでは突風率は 1.7程

度であるが上空の 300mぐらいの高さでは 1.2~

1. 3ぐらいである。このように同一場所でも風向

やあるいは高度によって突風率はちがっている。

一般に地表面の凹凸の度合いが大きいような所を

吹いてきた風は変化がはげしく，また上空ほど変

化の度合いは小さい。これは，われわれが日常体

に感じていることで，海の上の風はやわらかい。

図:--I ~こ示した記録は12分間であるが，もしこ

の記録が短かかったとすればどうなるだろうか。

陸風の時で， 15時30分から31分までのわずか1外

間だけ観測したとすると，この間の平均風速は

10.2m/sであるから，突風率は1.32となり， 12

分間の1.85よりかなり小さくなる。こんどは逆に

1時間あるいはもっと長時間の記録から突風率を

もとめたとすると，大きな値がえられるはずであ

る。それからこの記録はプロペラ式の風速計「ニ

アロベーン」でえたものであるが，仮りに，もっ

と鈍惑な風速計で風をはかったとすると，図ーI

のようになる。また，もっと鋭敏な風速計ではか

ったとすると，図ーIの記録よりギザギザの多い

ものがえられる。それゆえに，用いた測器によっ

て突風率がかわってくる。こういうことは非常に

困るので，風の統計量をのべる時は必ず用いた測

器の特性と観測した時間をいわなければならな

し‘o

それでは測器の統一と観測時間をそろえておけ

ばよいではないか，という議論がでてくる。これ

は，はじめにものべたように，ある種の測器だけ

では，目的によってはどうしても必要なことが得

られないことがある。あるいは，よりすぐれた要

素がはかれないことがある。それゆえに各種の測

器が目的に応じて用いられている。一方，ある統

計量を比較する場合には，それをもとめるのに適

当な測器を用いて得た資料であるかどうかを検討

しておかなければならない。例えば，数分間の周

期を持つ風の変化をしらべるのには，鈍感な風速

計を用いても，比較的鋭敏な風速計を用いても，

さほど大ぎな差はない。このような場合には鋭敏

な測器を用いると，取り扱いやデーター処理がめ

んどうであるから，かえって鈍感な測器を用いる

方が望ましい。
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以上は風を例にとって話をしたが，海の波にし

ろ，温度にしろ，その他あらゆる自然現象には風

の場合と似たようなことがいわれる。その研究の

目的に応じて，観測をするための測器，資料のま

とめ方などをかえなければなら

ない。一方，それらの方法によ

って異なる羅で，相互の関係が

つけられるものについては，ぁ

らためて測定しなくても，過去

の資料から必要な要素を推定す

1
ー

ケ次時

(ili風
ることも可能である。

I l 

廿1分← 時刻

図ーI[ 図ーIと同じ風を鈍感な計器で観測Lたとした場合の記録
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あれは今年の春3月20日であった。観測塔にデ

ータを取りに 2泊の予定で行った。路での泊りこ

みは数回経験しているので午後3時頃皆が仕事を

終えて帰るのを 1人見送った時も別に何の不安も

なく準備に精を出した。ところが夕方準備が完了

していざ測定をはじめようとした頃には南の風が

強くなってきて少々危険を感じるほどに波が高く

なったので急遥測定器を坂りはずし旋回支柱を仮

どめした。暗くもなってきたことだし夕食でもと

りながら様子を見ることにした。電熱器でパンを

やき，ラーメンを煮た。風は強くなるばかりでそ

の晩の観測は断念せざるを得なかった。寝るには

早すぎるので同僚に借りた“風林火山’'を読んだ。

実際のところ不安があった。ミカンが少しとラー

メンが2個，バンが7切あるのみである。いつも

より少な目にしか持参してこなかったことをくや

んだ。 ドアを開けて外に出てみると風でふき飛ば

されそうだったが，眼下には今まで見たこともな

い位大きな波が塔をすごい勢いでかけぬけて行く

ではないか。なるほどこれだから塔は波の力をそ

れほど強く受けないで安全なのだと納得が行き，

急に心が落着いてきた。山のような波が白波とと

もに岸に進んで行くのはむしろ豪快な景色であ

った。閉じこめられているだけではシャクなので

波のデータを取ることにした。

午後近くには次第に弱まりこの分だと明日は帰

読み終った頃には疲れも出てねむくなったので明 れるだろう，早くうねりが消えないかと思ってい

日を期して寝袋に入った。いい気持で眠っていた た。その矢先夕方近くまた南西の風が20m位にふ

が，その内に夢と r----------------------------------------...---？ き出した。容易な
も現実ともつかぬ

物音に目がさめ

た。さめるのも道 観測塔幽閉記

らざることになっ

たと思った。あわ

てないこと，食料

理， ドシーソ， ド' iを食いつなぐこ

’ ’’  シーンと波が塔に： i と，軽い仕事をす
I 

＇ あたり，風がびゅ l I ることの3つを守

んびゅんとうなっ I＇ 
沿岸防災第 1研究室 I 

i ることにした。計
＇ でいるではない i 藤 縄 幸 雄 ＇ i画を作ってみると

か。いくら設計上 i l 1日2食，朝バソ
I I 

it:rlR 60m/~, i..--------------------------------------------.i 1切，夕方は，は風辺 60m/秒， ＇ フ

波高15mまで大丈夫だと知っていても不安であっ ーメン半分で3日は持つことがわかり早速実行し

た。それにしてもよく塔の側面に張り出している た。この日はデータを取る外に風速計を取り出し

支柱をしまったものだと自分の判断に滴足した てきて筒単な作業をした。あまりの空腹に，たま

り一方では完全に収めなかったことが心配になり

だした。しかし起きていても仕方ないので再び横

になった。風はますます強くなったのでかえって

風圧のために塔は動揺しなくなってしまった。

が，屋上に抜けるケーブル穴は，えもいわれぬ音

をたててうなった。士木，建築屋さんは強度を10

倍以上取るんだとか，昨年の台風でもなんでもな

かったではないかとか，いろいろ自分に言いぎか

せたが，鳴物入りのものすごさで正直言って生き

た心地がしなかった。そのうちうとうとしたのだ

ろうか，朝5時頃陸上からの電話の呼び出し音で

目がさめた。家でも心配しているらしい。風は 9

時になっても10時になっても止みそうもない。そ

の日は春分の日で休みだと言うのに皆心配して電

話してくれ，心配したり励げましてくれたりし

た。食料も水も大丈夫だとは言ったが食料の方は

たまあった日本酒を少し飲んで寝た。その晩は比

較的楽に眠れた。うるさい風音をさけるために寝

場所を替えた桔いだろう。翌朝目がさめて外を見

ると昨日と少しも変らぬ景色で海は荒れ狂ってい

る。ほんの目と鼻の先に見える陸地をながめてい

ると切なくなってきた。風が止んでやれやれと思

ぅている所，またまた数時間もしないうちに南西

の風が強くふき出した。いいかげん腹が立ってき

た。段々体力もなくなってきたのでなるべく横に

なっているようにした。ラジオを聞きながら寝入

った。次の日の朝は少しうねりが残っていたが昨

日までの荒天がうそみたいな穏やかさで付近の樵

師の小舟が見えた。迎えの船が，日曜だというのに

やってきてくれた時には鼻がツンとし，力が抜け

かかった。船の中で最後の食料のミカソとパソを

心配もいらず食べた時は本当にうまかったなぁ。
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電子計算機 による ―̀ フ—-- タ処理

波浪等観測塔での波高，流向，波圧，風速，構

造物の振動等のデータは観測塔にあるA-D変換器

によりディジタルで陸上研究施設の計算機 SDS-

92に送られオンライソシステムで処理されます。
ク、い＾い

AVE?AGE 3JANT ITIE5 OF THE gAVES 

”"  PL AC和 • ”'\"1 1 ヽ i^ aBSERIIが l9`”Kこ<? rll RHSJO C ! TY 

{、-:is.⑱ ＇ ご、3和刈 ' )

DA!S; げ JJヽE !069 ?？J oc" 

ヽ •J"3EマきF 9ATA; ?OCO 

OATA Ŝ＂°~ !N3 ：ヽTrRVAしl 0・つ SEC 

知ヽヽ l'/3 吋い、•J...9吠； ヤ。ヤ

A'1PL ITJ"E C9EFE ! c 1こ̀im o.” び ／!.O"V 

？［ふJL1' 413子 CERi 3つ 2F,RO - .c~la^gs :9;G PとQl ?D 

(Cト'1 （守：：l t$f.C l 

YEAゞ 3? • ? ?、 つ • Oと 3 • 33 

i/3 7ヽ.2C2 .,. ;, l ム • ?c

1/i 3 qら・̀‘i で．g8 5 9 °3 

MA1(9 ! ！ ？. 5h k • 50 q．と3

HAW: CがN2lilm、i ＄双E!.L
,,':A.TH!:;,; Cに）U9Y

w:`つ； 3A も心 "ISFr 

TrばコEOATJ?E; AR  打 ・5 C 

{ヽAT£R 23 • 6 c 

TRÀ SうJCE々 ; CAPAC !~ rA`ぐE TY0ぐ^ A1/r"てrr屯

cQVPJTrR3, ＂°3ごLSDS 9? $¥5TE" 

Aヽ AしY$:S; .、ATI 9NAL ?ESEA?ru cr"TER. 
F9R I)!＄AS1rR °つ5VAヽ rlaq

またデータはアナ ログに変換しメモリスコ ープに

表示してチェックすることもできます。

伝送されるデータは 60チャンネル，スキャソ

800サイクル，サンプリング間隔は最高0.1秒でデ

ータの値は＋10V~-10Vまでを符号＋10ビット

の11ビットで表わします。計算機のメモ リの容量

は12ビット8K語。

処理結果の主な例 ・

(1) 図ー I '69年6月16日23時の容量型波高計に

よる 2,000個のテータの 1/3有義波高等の算出

(2) 図ーJI 同じテータによるパワースペクトル

図ーII

図ー I

アナログ紙テープ変換装置

比較的ゆっくり した現象，

潮位，水温，気湿，湿度等の

アナログ電圧波形はマルチフ゜

レクサで高速走査しアナロ グ

電圧を逐次A-D変換器により

ディジタル化して使用計算機

に適した入力用せん孔テープ

を作成する。この方法によ

り，毎時間における現象を長

期間観測し処理している。さ

らに変化のはげしいものを高

速 (6kcまで） で磁気テー

プにデータを記憶し，高速せ

ん孔機によりせん孔テープを

作ることができる。
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波 浪 観 測 塔

沿；＇1’:iflji‘(：災‘，じのじなものはt|t波，1'1':j?1:0J, r,'は波で

ある 汁域，翡潮の構辿を知るためには 1地｝！、（の

観測では不 1分でより｝ぷ範間の観測網を記｝f-lして

し、力、な()•、il（よならなし、が，強風に伴う波浪の機構

解明のためにはi‘(・:|：の固定 1試にお（）・る観測搭が必

必心lI欠であり ，まにそれによって今後研究すべ

き1!ij}狐、1、i、も多し、 ）

1ヽ,1七ンクーの観測搭は神奈川県‘Ii.j‘ぷ沖合約 1

km, 水深20mの地、＇！、iにあり’'/真，1‘XIiこぷすよう

に，i：激に対して受波1(1i柏を蚊小にするように杓

！も：してある

!'I然現匁な観測する楊合，ある I'!然のままの姿

な観測しなければならなし、。つまり観測硲とかそ

の他枯い四物＇、かにより 「1然の姿が乱された後の観測

匂よ，1,は味がなし、ので測悩の販(、l位．i竹＇：も伽文を｝ JII味

しし、らし、/)I゚． ）、：してある

堺［l（本の設'.I;I i)如凋は 15m,,;-/1,;1-風速は 60m/s

である)塔|）、J観測‘脊は直仔 7.4mのl1l綺刑で 卜̂iii;

朴りから観測，_，ドにがるにはじ柱I)、]にラセン閉役を内

威してし、る(¥f[jlilIIl字のムit|;i記じ‘i)翡桑にたってお

り，（iJJ底ケーノルにより陸 1：施設から送‘出さ、ltて

し、,~ 6, 600VをlOOVおよび200Vに降l［するよ

ぅ｛こ｝［ー）ーこし、，，ふぐ観測塔 I)、］！ょ j•11Iぶ 'f防 ii•- ．およふ温）文

IIL\li ！̀h のにめ ’1,1J• り、たフィルターを使） ll した ‘I:し'.Il)[il除塩

少しi竹＇・カ‘II-1とi1り＇［さ、！ l `こし、る 狐 II観測1;1ー；t:}の［晶l'整，修

Jり！．布は今までのようにクとのにび沿水しなくてもず

t rようにスライドチャソネルに収付i)`ら、1しに測沿

が在拐ウィ‘/f—て 1'1111 に外降できるよう iこなって

し、る、、1訂恨（公、i竺賞i（よ1¥＇りII•: 、1 じ音屎ケープルの周 I川に (1• I 

り糾！{,'I叶じ々ljしに出［合ケープルで1',':i/i-:JIJ3，じ，｛II • })• 

翡'.35~、l で釣及しにものをifl}li(J也 II吋匂 1.5m1..::こJI|！．11'と

し・cある

観測格の I.＇ドは 39りから40年にかけ幾多の糾余

IIII 4liヽ、ヤ麻行こ油j底浚illl:，辿）j111.tii",'・，J占礎：］ンクリー

ト1j，没， 1‘・孔I;h','f (fl1riJ•‘i• H) 4 j i人人， 1 •. 1,9,I: h',1)-i1,！；付，

札し1山1め，i内(jI 1i'1，¥りのIIIii/i'：で施 I.．された ）

測：1,1こよ i)観測搭の設ii'¥'：位ぷ＇『i：が決まると ，浚泄

船により浚(|IIl.＇l i (＇I ：店がfj.fc i)、｝L, J才ドの叫l心i;tこl古］

定する 3(I1¥lのコンクリート咽枠な姐＇jする追）jが

クレーンf}｛｝で，「屯｛よ、iL i尤討）ら、lLに、I『J.杵が設i悦さ、｝し

J見地の受人（（［ （11/jが終るこら 11本鋼管:(fり見 1．．場で製

作された下部Hん（鉗惰材）が現場に迎搬こ;;/ l/レ-

翡さ 28m にもおよふ卜~i叫竹｛ま 11本りとし、 ・j600 

トソのII・・大なクレーソ船がつり 1:：J:， 晩かかり

で現場に連搬され柏［作沈0)|：，現地に似付（｝ら

j Lに。 ド 部 h界を 'ii』'〖深く 1.i ,1 巫ずるにめに斜机がハ

ンマーです［込んにC 1り［オ［機(J、」'は大級のディー・ビIL

ハソマーで，杭ばtfり底下18ml應員）fり内に約3m人

って 1I•• つに。 ド部 h界の位 i性が固定ナると 1:•Iと1．．場

で完成した 1:ii1；構がクレーソ船て現場に迎｛よ・れ

たI") I：部h府の中心の収まる場所が測定され 1liu汁真

屯な作店の I:,I：部構は七ットされ 34くのハイフ

でしっかりとド [;•I:h府に溶扱さ、fl f:。

堺0)J贔礎（ま川）.杵の内部に廿材およびモIlクルが

人、Ilら、｝l，1,1;-l |lllに（ま根固め{jがii',1,:/J、、tl' I・. 1,,J;の汎

柑：を防11・するようにtc•) ・cしヽ／ふ
このようにして」0年8Jj観測塔：よりし成し ，＇）1さ

統き ~fu：底ケープルの J•I1%'とが f 」な )) ,/l に

応こ述べた‘1じ））捻よび辿（I・;ケーフルのifl)底J用，没

で9よtil}）,1＇：ij・線および観測J朴＼こ t)、(|—久）立 I : 力‘; i) ぷ`']’,

ll)jどれる激浪からどのようこ守る1)、力りは大の謀辺

とTC，うにが， 嵐，•Iとの危除）＇ことより 4ヽこくずらにめ

にこ， ‘1 じ ‘il恥供給ケープルと •Ih }|i （ぷ込ケーフ•Ilを1本

＼こ釣払する）j式、 1ヤ採用した ）

(l{ ｝） i'：防災弟 l研究＇が 11111 I ．名紀）
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雨の日の 珍現象

麻場の心渭｀iに白金抵抗温度註と［髪湿）文』を

設ii','i'：して，11i11辿続ぶ録している。氣温，訓渡と

もしこii/j)『地域4,1i・打の現依をぷしてし、て，風向が北

（陸風）から1fj (ii/j風）に変われば ， 短11~,11·,] に大

きなグど化を叫録ずる，，すなj）ち，気温も湿）文も30

分ぐらし、の間に急 I:外する。と くに湿I文はII，り大の

11に40°0から80°0ぐらし、まで伯も笈化する時があ

／ふ、これば， if/j風とし、っしょに波のしぶきが煙の

よう iこたってと とく カヽ らで，野外にし、、！しば）支府が

ねっ とり してくら

必場ができてから 3年になる↑し、つの 11からか

よくりじI立してし、，1-cし、が，雨が降ると氣温が,;':jくな

心視匁が現われはじめに）、ド塚は1村の日があまり

もく九し、のでときどきしか人られず，不II［解な現

依にと：．t息、し、ながらも，j）ずかに在化するだけな

ので見過ごしン,,..L、にとこらが，何力）］かたつと

七(})'！姜化が少し干つ大とくたってきにe ．拾かしし、

と息、ヽ）-,:, I牙的箱＼‘測悩，，記録閻；＇L[どな，品i／くて女

たが，り心＇罰；九箇所 {.tどこにも見‘l,1らな1）、マ）に，受

感i,i|;（よ1'1金抵抗線なのでリークす，｝uょ， 11じ恥ま（氏

温に［［る：ょ手にから ， l：、 :j 温を小す J•11 り 11;こ 9 よならな

し、［、 故1沖の場合｛よ・見ず、iL 9 より＇栢;~·tc,；亡録だと j泣ヽ

るし' '--ヽらに1:|：iかII・. <'-1)はもとに戻るのはなぜか．う

叫ば祇 1-．-c : J、9 9ヤ） ／I ~かも i 'I 然•J見依のようしこ見れな

('t) 1111:線を耕iし、てし、るが，父しillll}でなし、こと{.tも

：ょや1リ］ら力、である。あ、il.こ、il杓えてし、／ふうらに II

がt・ 、̀、-.，|:li)くの II 1こ：よ｛ドにとし、うのに，つし、しこ

40 C iくにIcってしまっtふ、 もう腕条1l 4-なして

灼、文．・cし、るだ(Jーでしよナまさ、！l.九くなっに。
枠ん欠(})I1」1，也な（竹りて，謁べ九おして，夕に結果，

刷｝、れよケーブルと受感部をつなぐ(})に，ハーモニ

カ端 j’．が使ってし、るのが悲、し、のではたし、1)ヽ，とし、

うことに欠')に 1本のケーフルよりこの端 Jr・で

分／）、．ilて；/11¥l'i:11 I.，湿1文11|・のリード線しこつれがって

し、るが，楳；こなってし、る部分に恥分がこび I)つし、

てし、る（これが,,村の 11しこ水分ク／ふくんで，温1文げI・

l‘人外のリード線と塩父りのある1所を（以）ってわずか

ながらリークナるので9まなし、か、 lI見出ノ、ーモニカ

端 j’.iこ水をぶ、） i）、:）` て・女た）結果 9よ，iiIIt度の I→.}|• 

化辺‘よしに l、湿）文11Iのリード線とリークしてし、た

のてある 、白・虻箱のII Iだからと ，過いしてし、たの
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がし、（｝なかった、）こびりつし、た塩分の，水を含tr

'i'flj合を晶録してし、たj)（ナだl'

i中II南沿い地域の塩‘，りは，クとこに住む人なら訛で

も身近に感じる •I幻如ヽ IYi 風がふ（・ ）1[．，窓がラ

ス 1(Iiに塩がこびりつく 令糾＼吋失堺の1呂触が激

しし、。柏木が育になし、 さらに1’i虻箱のli ！に主で

及んでし、にのに ）

湿図，1・ぱ［妥J［り`く使j)れてし、るが， 私の (1..~

叫l[lくとこら，このじ髪どしてフランスの女・fl・：の

ものがよし、とし、うこしに しかも 4渇＼の女性のが

蚊似j、こよし、ど力9勺兵（為の；よど（よ仝く八（「沐：もて1c

し、（一）寸lども，民族によっ て じ髪の間が）くさく沢｝［

らし ，リ｝ヽI"!:よりも女性のじ髪・(}))jかり狙し、、主に 1lij 

［民族でも，個人ItfJ ；ある ）

以1lii, 私が（じんでし、たとこ／）h:...，幼fit1,KIへ通ヽ ）

てし、，＇） ／）、わし、し、女の j’• 力｀； ， よく地·どにさに(‘／、一

マをか； ｝に j 外 J- で｛よ；•[し、 I)) 、こ ， 妥／か,,,fくウ ．L ーヴ

してし、るJ そ して 4ヽこ：な省［［しこ丸し、1!11111を作 9）てし、

て，力、hし、さをかとしお強くしてし、に。この省｝］の

丸し、 ,1向が火父し］＇，恨をしにのズ‘， よく，欠んなのIIl[｝姐

こな＇）に。由になれ（ふこ． iしが強く tきつくので
あらまさしくじ髪湿I図；1.i:...しょかならなし、）生き

てし、るじ髪が湿）文 1,1こなるか と｀•うか： ょ ， よく j)か

らなし、（ナれども，このかj)し、し、女の」＼ょ， ［こし力、

に生きに湿疫11・1・てもあっに

し、らし、 "9)ILc測料でl'I然JJ↓集を観測してし、るが，

人間：よ無、、1ヽ立、11・版のうちiこも， 鋭 ，く 1.1、然を感じと')-c 
し、るように ）



観測塔の波浪計

観測搭におげる液成観測）fl(j)波浪IIIぱ，従来の
測悩ては液‘成の大（木の飴Iil]を観測できるにとどま

）ヽしし、にのて，応笞1皮，忠'jili，帖度のよし、illl沿

なII-1む1製作 した[ il妓浪 1;·I• の機種しょ，水 II：→究動ヤ測

定r るノ：イプロトロン放 •d~ II I' 磁＇べiひ一ード，7大（夜浪

I, 1―, ｝ぐ1(1iii~を測定 jーる容： 1 ＼ l『h)如'1.:j11 1,‘J約1I刑超竹

波波1,1．：はI・,水r|r ／［！！趙 1,.'iii麹屈：j1,Iである。

写真一 I

容量型波高計

ノ；・（プロトロ‘ノ液浪II1・:よ，（しljし、金属11j板に直接

しこ水II•-．を受， t , 阪の似動ヤ 1| ！心から爪ll'［に張・うに

クソグステン 1乱の張））な’虻化さセ，弦の枷動放の

如認韮'≪U加動に’釘挽して 出））とナる方Jしてあ

るう水中の受惑部は'|l［温柏に人れてあり ，七の出

力は炭定、,,..I'惟／KII:．測定の J1闘ふこしてし、る。‘常IIが成

d'↓とl札1位の観測がこのilIIj;t:；て行、：叶）、れ，特に台風

II り の波浪観測d) にめ蚊人•10mの波を観測てきるよ

うに晶， 1 されて l ヽる 。 他父辺寸、人設瓜， I•，ょ ， 水ll:

如I'湛金屈板に受、r，板に1占l‘足したテコで｛滋企怜
をねじる ．h 人：： ， 受感淵；が小}~りご丈）ぶこできてお

リ ，岐J• I：ーな観測する 1 1 11りて2台設j,li:してある＾

‘脊： ，＼•I利設似iII • I•l i， 糸色糸点したII]筒0)'屯極，`i噌Ij而付

近に,fi」印こ設ii忙，他）j/)）’屯極を(i/j,jくとし・:水1(1iの

笈‘化し....，I、る軍極間の軍は容：，；の'il.‘化を検出する）j

式である この ii~,:·:;,,Iの応笞111_'忠‘jil文；よ現在の

段附・-1,._1ょi立しよく ，｝孤ii)加の観泄に使｝llしてお

り，旬2IIり間に10分IIll心録を得てし、るJ 如 1:1刑趙

11成牧，：9：JI, 1，ょ， ［ I・カゞdu1(1iヵ、らば射してくる時間を

鼎l'疋Lて設浪を観測する）j式で，測沿I,I身が波浪

/)） |;1・;7'11fKこtcら)/c L、(}): I l疫U'↓伯れl(lj，こ：よllll’↓ /)））j)¥; 

-？あるが，t』iの拡がりがあるため，ii/j面のあるIIli

栢の、ド均波l:iを観測ナることになり ，忠‘)、.9足ば．容

械刑よりおと＇） ，水｝1 ：人よりよし、。 したがって直

接•ii訓iに測沿を取付、 J-;) 、れたし、よう .J.c . たとえば

船舶守に設ii'かずるのに適してし、る。

写真 11 

波浪等観測塔

に設置してあ

る主な計測器

図旧

I. il!ll閑;11,;_｛、1“

Illスライド

チ -\•ソネル

2. 超 fr•波波

,r:i,汁（水ri 1 

式）

3. 磁↑．式波

,(:,,ti・ 

I. バイプロ

トロソ波仙

I, f• 
5. プロペラ

式流向流速

', l-

6． 塩分計

7. 波，：’：位1・lll

女ii

． 容：，し刑波

i'，:;,rl・ 

9． 超行波波

閻，汁（が1I 

式）

水 r19}\➔J.超 ffilと波，介篇 I1よ，湛約技術研究1所が1}fl発

した波，:':j,;-I・で`，‘/；出II刑と反対図f訊から音を出ナ

方式である。この波，化五 I•は台風守の時にも受感 iii;

が，安全である41!：色をれiってし、る。以」：それぞれ

0) illl閤収l)4『i'I沼噂：・カ、しゞ:,II的に応じに設浪観測

をし-cし、，ふ （沿片防災冷 2研究‘ギ 稲田 ．Ii)
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平塚支所の概要

I 14、り；防災科学技術七ンクー ‘I'）＇ぷ文 I'if

神店）1|県平灼、．1|illIケ浜 9番2り

；じ，訴、1i-J‘ぶ()1 (i3 3 2 7 1 3 9, 3 7 3 3 

+．地

/j舎

沿革

2, 7:i3m2 

267n12 

地J:K}`• IIlid) i’:I•J70 ?o i, 1 1 i める til)． il••；ょ，近年，‘iー：1ii 

間発 ととも ；こ Ill: 昇各国て • '「物資加 ， 鉱物貨 '(l!ii 布

の四 ',9:II・しこ J•II！祓 ~ . il -:ーし、るて、もノ・)・i l欠IIのiflji l• (ft il恥

の利llIlを図るに心，枷‘[：l-Ji,l ft, |｝l・］発、こ））なil孔ヽ で

l、る．， A）ガ;|1、I!ょ，もとよ i> 11LI I (1iなti/jに間ま、IL.ゞ:L、

るので訊` ‘i.『i,1.崩への依(fl及（よ大きく，沿)',:．を加盤

：： し←人々が集II I し発展してきに ．下 こ•）しこ，1閥，｛，ifじ

I:尤：地幣の 1-．地、；立成， ｝‘•I『!］悲 t府の建没 ， 人1叫illlの

間た＾｀f• を IF:'}ょ1: り旭：4-1.. とし-::.しヽ／ふ

、1i.Jぶ!ii-9「｛.t.,I・.，記のifUitI片］発と、1を行し-='-f,風
しこよ心似j成，1,1●：j瀕，rlt波笠・ (•I虹f：によ 4.) 災 ‘,I;- を防ぐ

f立） ， 沿炸防災 fi•学J好I;I の総合的 ， 店礎的研究を

行なう機杖lである ，` この沿｝［防災f十学技術の拍進

：よ，iil):ffllll発，沿｝『，1［仔施設の防災Ifl iにおし、し‘-クくく

ことのできなし、課題であり ，各IKIでは吊くからそ

のj砂札策が，；，llJじら、ilてし、る わが11ilにおし、ても，

そのI「[＇）込性が，忍識さ、 il, ｛fui、(:・科学」と術‘術議会のil¥’

間弟 1りに対ナる'r斧1| 1におし、ての伽ヽ疫中に）店づ
し、:,ll/1和39fl ・ • 以より波浪笠観測格を II I心としに

泊｝渭）j災観測施設の'!it(liiiをrj-tcし、i{｝｝『防災科学技
術の発展iこ努りしてl、る

ートな）うち，II{｛和39年4月に冷 1Ii)［究部沿｝＇1!：防災

(1}[究‘が、ど して定it3名で発足した 、ll'［らに「波浪

竹‘観測搭紐没委ll会lを設立し・=，観測硲建設候

袖地の・(flilJヽしボーリング怜による，il,',1ff.,観測塔を1.jI 

心とする ‘|'・.ff50rn I}) 11 j JTJ水域叫刈しての漁業：補伯

Jだ約を進めるととしに，陸 1:l i舎の建設用地販得

のに、＼り神仮）II県と，店合し、を行なう 翌4011・.8J]iこ

波浪^ ↑ヽ観測格が完成し，1lij年12Jjに陸 I・．施設の建

設が終fする とと もこ，11hl！肌岱の間発，試険観測

を1片l始した。つし、でII{｛和41年4J]に9よi(｝｝'ド防災研

先宋、四な分字（定ll6名）が設立され，‘常時行・tc

ぅt)如j{^ か観測およ〇、外米(JI・・究者1こ；とな、えて牡殊勤

- 12 

務(1',｛泊嵐；’とが建設された さらに II{｛和42~1 6 JJに

は平J‘反如tfj (1管刑係，2(1)［究寮，＇疋ii8名）と

な 1) ， 現 (1•」こ令ってし、る

組織

如印<(版（「：）

J 11: t1『 • 、\•Ill ・彦

基本業務

竹： JIil係

（定員 1名）

{ I II t寸1ft:Mt

i(｝ ｝', !：似j災；窮 1研究,;.{ 

（定員4名）

Jl I I. I 1リ・『：Ill‘、!t,iや

沿界防災吊2/！)［究‘冦

（定員3名）

刑1が・直Ii木純ii.

| KI ¥1,：防災科学iUI;i七‘ノクーのし・ 1所とし'--:::'台

｝乱，i1卜．波，似iil:il §̂により1:．じるi(｝｝ ］蛉fu.i'(災‘,I;-を4．． 

然，こ防」I・.し，これらの災‘-1いを役111することに1刈ナ

る科学技術を進展させるために次の文務を行な

ぅn

1. 総合的試験研究に関すること。

2. 総合的試験 (i)f 究 •^f• のための施設およふ設 (liiJ

に関すること n

3. 前2り・,こ札ぶ）：る］、：務に1見l-J―るII)1¥ifがこ伐l-rる

こと

4． 委，＇［しこ応じ-一行なう弟 1 り•および 1iij りに掲

：千る業務に1刈すること）

5. 委II［に応じてfiなう I・.,記閉務に関する研究

者およ妙技術れ・の森1必JII錬に1及lt"るこ と。

以 1：の各りにつし、-c，沿｝ド防災初 1研究＇がでは
恥 ‘fl ．．学的 ， 地球物FII.‘.f:[I'•J た研究部 1"jを，i（}）＇1!|りj

災第2研究寮では11|・測 l．．学的た部門の{iJI‘itをつか



さと・ってし、る→

なお，＿ヽ11と所の施設，設佃iしま閃係fi政機1見］の共

川に供するものであるが，防災科学技術の向卜互を

四床如i斤及び波浪^ ・や観illII塔f1·,:,~,: l'xl 

図るため特に必疫があるとり忍められるとさに 1恨

り，II,]の行政機閃でなし、 ものでも 使）llできる()

（↑特l！係長叫村爪雄）
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◇ 科学」と術1『長‘刊，松代深/,;,'！試錐現場を視‘が ることになってし、ます。

木内長‘1頁ょ5J] 3 I I 'h1}郷の際に松代深 lt；り試鉗•

の現場に 11,：ち為＇られ ， 、1j.：川）り『長の案内で然心に

状況を視寮さ、｝Lました 1 %|1俎fボーリンクは約

400mまで進んでおり ，42以の湯が多凰に出て

し、るのに深し、関心を持たれました —

◇ 祈li••• と）印紐設）＇応地 ， i：jj\＇9,1！地区にきまる

附和44年）文に1}ill斤される新庄と1所の建設 f定

地が，県巾‘l'f/，りの御協）Jによ って，このしよど新

l i... r|i内の仇j1[1地区に決定しました、

ここは1LI直13り線に沿 tヽ，畜廂試験場，鋲糸

試験場なとに除接し，研究I隠度良如＇た地区であ

•) ， 地）じかうも活発な研究話動が期符されてし、

主ナっ

◇ 筑設）、•lfjリ耐姦実験施設の建没進む

現地の l..’lfもll'j:年 10月の沿」：以米lII[！[J乱に進

人，3月には）よ礎 I・．れが終り ，視在実験‘ぶ建恥

の I・事 が般終の段陪に人っていますっこの辻／冦

は1』くさ24mx 42. 5m, 1凋さ約15.5mのもので，

このあと化Iliill宋，受‘屯設(II/iたどの l:,li：がはじま
| し＿ー一

◇ 小）じii‘刊，降‘辺抑印Il‘)i験参加布のにぬ米 ・

加へ出発 I 

4ヽjじ1文‘I]．9よ米11-1人、気科学(i)[-究七ンターで行な

j)れる降五抑制野外実験りこ参加し， こら；こ1Hダ
コタ州立大学，シカゴ大学，米I14気匁｝I1)，ノ、リ

ケーソ研究七‘ノクー，カナダのトロント大学裕

の父((な調節研究施設を視寮するにめ，6 JJ141l I 

羽川を出発し ました。

- 13 -
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